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IIn型超新星は水素を含む高密度星周物質中で超新星爆発が起こった際に観測される超新星である。IIn型超新
星の親星の爆発直前の質量放出率は典型的に約 10−3 M⊙ yr−1以上であると推定されている。どのような親星か
らどのようなメカニズムでこのような質量放出が起こっているかはまだ分かっていない。質量放出メカニズムに
よっては質量放出率が金属量といった親星の環境由来の性質に依存することが知られている。そこで我々は、IIn
型超新星の性質と IIn型超新星の現れた環境に何らかの相関がないかどうかを調査した。母銀河の面分光データ
があり、光度曲線の立ち上がりが十分に観測された IIn型超新星から、金属量といった環境に由来する性質と、超
新星の最大光度や星周物質密度といった超新星の性質を推定し、両者の間の相関を調べた。この結果、最大光度
の明るい IIn型超新星は低金属の環境で起こりやすいことが明らかになった。これは IIn型超新星の爆発エネル
ギーが低金属環境下の方が高いことを意味する可能性がある。また、星周物質密度は金属量に依存していないこ
とが明らかになった。この結果が IIn型超新星親星の質量放出メカニズムに与える示唆を議論する。


